
2022年度 第２回全国てんかん対策連絡協議会

公益社団法人日本てんかん協会

会長 梅本 里美

◆日本のてんかん運動は、2023年に50周年を迎えます。

2022年12月11日

「整備事業」とてんかん運動の連携



てんかん地域診療連携体制整備事業への期待

◆てんかんの正しい診断･治療が地域（都道

府県内）で行われる。

◆不安なことには各領域の専門員による連

携の中から適切なアドバイスがもらえる。

◆てんかんへの理解を市民や企業などにも広

げられる。



整備事業にも当事者の声を届けたい

地域協議会

• 構成員：

てんかん
のある本
人・その家
族双方か
らの参画
を望む

コーディネーター
業務

• 協会の支
部活動と
の連携を
望む

（ex.相談支
援、情報
提供）

協会の役割

• てんかん
関連の社
会資源と
して発言
の機会を
望む
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病気のある人･家族の役割

患者は医療の主体
積極的に医療に入り込む
自分の病気を知る

自分の病歴をつくる
自分自身の記録係になる
大切な記録を病院だけでなく自分でも保管する

てんかんの大使になる
自分の病気を知り情報提供で積極的に治療参加
必要な支援･制限最小生活･自分文化の発信
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てんかん相談専用
ダイヤル（無料）



協会（波の会）相談事業の活用

波の会相談事業

支部活動

地域拠点病院

全国支援センター

連 携
情報交換

連携

連 携
情報共有

研修
指導



法人概要 – 団体情報

公益社団法人 日本てんかん協会（別称／波の会）

Japan Epilepsy Association（JEA）

1976年（昭和51 年）10月24日 ※「てんかん(制圧)運動」は前身の1973年スタート

約5,000 人（2022年4月１日現在）※正会員、賛助会員、家族会員、購読会員

1,000 万円（2022年３月31日現在）

会長（代表理事）梅本里美 ※第5代（女性初）

理事12人（業務執行理事会4人含）、監事２人、ブロック副理事8人、９専門委員会

※事務局体制；常勤２人非常勤12人、外部公認会計士法人契約

社会啓発、相談支援・援護、調査研究、施策推進、国際連携、その他てんかんにかかる活動

2021 年度 1億3,870 万円（支部会計4,523万円を含む連結）

会員総会

47支部（都道府県単位に各1カ所）

国際てんかん協会（IBE）、社会福祉法人全国心身障害児福祉財団（福祉財団）、社会福祉法人全

国社会福祉協議会（全社協）･障害関係団体連絡協議会（障連協）、全国病弱・障害者の教育推進

連合会（病障連）－特別支援教育推進連盟（推進連盟）、全国てんかんセンター協議会（JEPICA）、

認定特定非営利活動法人日本障害者協議会（JD）

あかりちゃん（※設定：てんかんのある5歳の女の子）

組織：内閣府、活動：厚生労働省、文部科学省

名称

英文表示

設立年月日

会員数

基本資産

代表者

執行体制

事業内容

予算規模

最高議決機関

支部

加盟団体

マスコットキャラクター

所管庁

2022年4月1日現在文責：JEA本部事務局、作成



第50回全国大会概要・案

• 2023(令和５)年10月21日(土)～22日(日)

※第56回日本てんかん学会学術集会（東京･新宿）と 連携
日時

• ホテルメトロポリタン（東京・池袋）会場

• 協会会員、てんかんに関心のあるすべての人

• 招待者も含めて300～400人規模
参加者



あかりちゃん
夢基金

てんかん運動の新
たな取り組みをご支
援ください。

～2023年9月30日迄

目標額：3,000万円

一口2,000円から
（※法人は、2万円から）



公益社団法人日本てんかん協会 （波の会）

E-mail: jea@e-nami.or.jp

TEL.03-3202-5661

FAX.03-3202-7235

〒170-0005 東京都豊島区南大塚3-43-11

福祉財団ビル7Ｆ

相談専用TEL.03-3232-3811
(毎週月・水・金曜日 12:00～17:00)

https://www.jea-net.jp/



“てんかん”に

もっとあかりを!!

２０２３年（来年）

てんかん運動５０周
年を迎えます！

あかりちゃんも

よろしく！


